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被災地の行政職員 まず、覚悟を

• 突然、被災者になる
• 被災者にもかかわらず、支援者・公僕としての使命がのしかかる
• 突然、経験のない業務が降りかかる
• 変わらず日常業務も継続する
• 見知らぬ外部支援者が押し寄せる
• 「災害対応専門家」なる軍団が跋扈する
• 長丁場となる
• 体は疲れ、心が傷つく
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地域行政の水準
医療 保健 福祉

業務担当者

日常業務

地域行政の水準低下
医療 保健 福祉

業務担当者
＝被災者

日常業務＋
災害時業務

被災地外の支援者
災害時のみ

地域社会を知らない
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確かに、外部支援がないと回らない。 しかし、地元が仕切らないとしっくりこない！

被災地 医療・保健・福祉行政（受援）の疲弊

外部から
様々なヒト・チームが
やってくる

地元は
日常業務に加えて
災害時業務が増える
更に
外部支援者に
振り回され疲れる



被災地行政職員への対応
基本は Do No Harm!

• 余計な仕事を増やさない
• 被災地ファースト
• 一人に業務が集中しないよう注意する
• 共通の業務は肩代わりできる
• 外部支援者でもできることは任せる
• 被災地行政職員は地域ならではの業務を優先する
• 外部支援は災害対応経験者による迅速な評価と調整から始める
• 外部支援は俯瞰して、早期の問題認識を行う
• 以上のために、準備は平時から粛々と行う 3
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被災地行政職員に対して
追加資料 日赤の「こころのケア」 支援者支援
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